反サミット・反植民地主義フォーラム
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―ユーラシアの東端アイヌモシリから考える―

　と　き：２００８年７月５日（土）午前１０時～午後７時

　ところ：日本キリスト教団札幌北光教会2階ホール（札幌市中央区大通り西１、Tel：011－241-3614）
　主　催：パレスチナ連帯・札幌（連絡先：０１１－８８２－０７０５松元）

　＜趣旨＞
　　　「反テロ戦争」と「新自由主義経済によるグローバリズム」を推し進め圧倒的多数の人類を不幸に追いやっている先進国サミットに反対する立場から、世界の民衆が友となり手をつなぐために私たちはどう考え、どう行動したらよいかを探るフォーラムを開催します。
　　　フォーラムの前後は市民や海外からのビジターのために、「反サミット・フォトギャラリーサロン」として会場を休憩や話し合いなどホスピタリティと国際交流の場として提供します。

　＜フォーラム＞

　　　とき：7月5日午後2時～5時（予定）　　　　参加料：１０００円

メインテーマ：世界の民衆が友になるために

―ユーラシアの東端アイヌモシリから考える―

　　提言シェルパ：鵜飼哲「来るべきインターナショナリズムは、可能か」（仮題）
コメンテーター：アイヌ、沖縄、在日、パレスチナから各1名、のちフリーディスカッション

　＜反サミット・フォトギャラリーサロン＞

　　　とき：7月5日午前10時～午後2時、午後5時～午後7時（予定）
　　　利用券：５００円（ギャラリー来観者も開場から閉会まで有効。フォーラムは別。）
　フォトギャラリー：DAYS JAPAN写真展（DAYS国際フォトジャーナリズム大賞作品）
　　ウェルカムサービス：利用者には、アイヌティー＆アラビックコーヒーをサービス。
　

※利用規定：私たちは戦争と占領と暴力に反対します。恫喝を含むあらゆる暴力的手段を行使する人と団体の教会への出入りを禁じます。
　※会場は、壁面をフォトギャラリーとし中央に何卓かテーブル・イスを配置します。
フォーラム時には、イスを約１００脚並べます。

· 写真展には照明が欠かせません。貸出料とあわせておカネが足りません。ご協力を。
＜提言シェルパ：鵜飼哲プロフィール＞

　１９５５年東京に生まれる。京都大学大学院文学研究科卒業。フランス文学・思想専攻。現在、一橋大学大学院言語社会研究科教授。著書：『抵抗への招待』（みすず書房、１９９７）『償いのアルケオロジー』（河出書房新社、１９９７）『応答する力―来るべき言葉たちへ』（青土社、２００３）ほか。共著：『ショアーの衝撃』（未来社、１９９５）ルナン、フィヒテらと『国民とは何か』（インスクリプト、河出書房新社、１９９７）。訳書：ジャン・ジュネ『恋する虜』（共訳、人文書院、１９９４）『アルベルト・ジャコメッティのアトリエ』（編訳、現代企画室、１９９９）ジャック・デリダ『他の岬』（共訳、みすず書房、１９９３）『盲者の記憶』（みすず書房、１９９８）『友愛のポリティックス』（共訳、みすず書房、２００３）『生きることを学ぶ、終に』（みすず書房、２００５）ホワイト『ジュネ伝』（共訳、河出書房新社、２００３）。論文：『現代思想』などに多数。
　氏は、ヨーロッパ史の罪責を背負い来るべきヒューマニズムの深奥を探る現代哲学の泰斗ジャック・デリダのアジアにおける親友にして盟友。一方、現代思想界におけるパレスチナ支援運動の代表的存在であり、パレスチナの映画作家ミシェル・クレイフィとの出会いと映画『豊穣な記憶』委員会の活動、イラク戦争批判、ホロコーストの記憶映画『ショアー』の日本における上映運動、「国際作家議会」への参加、また、韓国・朝鮮の人びととの思想、運動的交流の架け橋など、時々に彼の類い希な理路と熱意は人を動かしてきた。
また現代文学の「夜」の部分を担った反時代的な作家ジャン・ジュネ研究者である氏は、日本という国家と民族の空間に封印され硬直した制度としての近現代の解体を計りながら、そこからも遠く離脱し、次第に、世界がその内部に孕み持つ「異境」へと突き進んでいく。その行為の連鎖を通して、やがて、人類が抗いがたく抱え持つ根源的な諸矛盾に向かって「螺旋する思想」を拠り所に、静かにその活動を開始しつづけている。
原則をゆるがせにせず、みずみずしい感覚で現代世界を論じ、発言を続けるその彼がある時ふと漏らした言葉がある。「本当の『テロリスト』はアメリカであり、イスラエルであり、日本であり、われわれはみんな『テロリスト』の『人質』である。そんな『人質』たちを解放するために、パレスチナ人は闘っているのだ」。彼は今日を生きる思考者である。
パレスチナ連帯・札幌ではイラク侵略戦争が開始された２００３年、新たな「戦争の世紀」、「反テロ」世界戦争に抗してと題して、鵜飼哲氏による「解放と正義のゆくえ―ユダヤ・パレスチナ問題とアイヌの歴史から―」という抗議講演会を開催した。（松元）
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